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は
じ
め
に

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
（Longvek

）
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
朝
年
代
記

（M
ak 1984, Sok 1988

）
に
よ
る
と
、
ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期

と
呼
ば
れ
る
時
代
に
あ
た
る
一
六
世
紀
に
王
都
と
し
て
存
在
し
た
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
と
は
、
一
四
三
一
年

の
ア
ン
コ
ー
ル
陥
落
後
、
一
八
六
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
下
に

入
る
ま
で
を
指
す
。
こ
の
概
念
自
体
が
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
期
に
与

え
ら
れ
た
歴
史
観
で
あ
り
、
栄
光
の
時
代
で
あ
る
ア
ン
コ
ー
ル
期
以

降
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
う
国
家
が
衰
退
し
、
現
在
の
状
態
に
陥
っ

て
い
く
過
程
と
し
て
叙
述
さ
れ
」
た
（
北
川
二
〇
〇
六
）。
し
か
し
、

既
に
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
朝
年
代

記
は
一
八
世
紀
末
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
六
・
一
七
世

紀
に
関
す
る
記
述
内
容
そ
の
も
の
の
信
憑
性
を
問
わ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
（
北
川
一
九
九
八
）。
文
献
史
料
研
究
に
限
界
が
あ
る

中
、
ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
カ
ン
ボ
ジ
ア
史
研
究
に
は
考
古
学
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
五
年
奈
良
文
化
財

研
究
所
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
文
化
芸
術
省
は
初
め
て
ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー

ル
期
に
関
す
る
考
古
学
的
調
査
を
始
め
た
。
筆
者
は
二
〇
〇
七
年
度

よ
り
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と

し
て
調
査
に
主
体
的
に
参
加
し
続
け
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
遺
跡
の
う
ち
一
六
世
紀
の

王
都
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
さ
れ
る
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
を
対
象
遺
跡

と
す
る
。
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
は
、
ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
の
都
と
し

て
認
識
さ
れ
な
が
ら
、
一
度
も
考
古
学
的
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
土
塁
や
堀
等
が
良
好
な
状
態
で
残
っ
て

ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
の
王
都
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
と
対
外
貿
易
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土
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い
る
こ
と
が
判
明
し
、
考
古
学
的
手
法
に
よ
る
研
究
が
ポ
ス
ト
・
ア

ン
コ
ー
ル
史
解
明
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
本
稿
は
、

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
お
け
る
初
の
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
（
（
（

の
成
果
で
得

ら
れ
た
出
土
遺
物
の
産
地
・
年
代
同
定
等
の
基
礎
的
な
調
査
成
果
に

基
づ
い
て
い
る
。
出
土
陶
磁
器
の
分
布
や
地
点
ご
と
の
組
成
分
析
等

か
ら
、
衰
退
期
と
片
付
け
ら
れ
て
い
た
ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
の

王
都
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
実
態
と
当
該
期
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
社
会
・
経
済

の
実
像
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

1
．
先
行
研
究

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
関
す
る
先
行
研
究
は
主
に
王
朝
年
代
記
を
用
い

た
歴
史
学
的
見
地
に
よ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
王
朝
年
代
記
に

よ
れ
ば
、
一
四
三
一
年
ア
ン
コ
ー
ル
が
終
焉
し
た
の
ち
、
王
が
ス

レ
イ
・
サ
ン
ト
ー
（Srei Santhor

）、
プ
ノ
ン
・
ペ
ン
（Phnom

 
Penh

）、
ポ
ー
サ
ッ
ト
（Pursat

）
バ
リ
ボ
ー
（Barbaur
）
と

転
々
と
し
た
の
ち
、
一
五
二
九
年
に
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
居
を
定

め
る
が
、
陥
落
後
は
紆
余
曲
折
の
の
ち
一
六
二
〇
年
、
ウ
ド
ン

（O
udong

）
へ
遷
都
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
（
図
1
）。
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
は
、
ア
ン
・
チ
ャ
ン
一
世
（
チ
ャ
ン
・
リ
エ
チ
エ
）（
一

五
一
六/

一
五
一
七

－

一
五
二
六

－

六
六
年
）
に
よ
り
造
営
さ
れ

た
（Sok 1988

）。
一
六
世
紀
中
葉
に
は
ラ
オ
軍
が
侵
攻
、
一
六
世

紀
末
に
は
ア
ユ
タ
ヤ
に
よ
る
度
重
な
る
攻
撃
に
よ
り
一
五
九
四
年

に
ナ
レ
ー
ス
エ
ン
王
の
攻
撃
に
よ
り
陥
落
、
サ
タ
ー
王
は
ス
レ
イ
・

サ
ン
ト
ー
経
由
で
ラ
オ
に
脱
出
し
た
と
い
わ
れ
る
（Leclère 1914, 

M
ikaelian 2012

）。

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
期
以
降
、
栄
華
を
極
め
た
ア
ン
コ
ー
ル
期
と
比

し
て
、
周
辺
勢
力
か
ら
の
圧
力
に
屈
し
た
「
ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル

期
＝
衰
退
期
」
と
い
う
方
程
式
が
定
型
化
し
て
い
っ
た
（Groslier 

1958

）。
一
方
、
王
朝
年
代
記
の
信
憑
性
に
批
判
的
な
ヴ
ィ
ッ
カ

リ
ー
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
王
朝
年
代
記
・
タ
イ
側
の
年
代
記
双
方
に

加
え
諸
外
国
の
同
時
代
史
料
を
検
討
し
、
ア
ン
コ
ー
ル
か
ら
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
や
ス
レ
イ
・
サ
ン
ト
ー
へ
の
遷
都
は
衰
退
で
は
な
く
、
交

易
に
適
し
た
土
地
へ
の
移
動
に
よ
る
（V

ickery 1977

）
と
唱
え

た
。
一
九
九
六
年
に
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
現
地
を
踏
査
し
た
北
川
は
中
心

寺
院
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
（W

at Tralaen K
aeng

）

や
プ
レ
ア
・
ア
ン
・
テ
ー
プ
（Preah A

n Tep

）
寺
院
等
に
お
い

て
、
踏
査
だ
け
で
は
な
く
現
存
す
る
伝
承
を
採
集
し
て
い
る
（
北
川

二
〇
〇
六
）。
北
川
は
、
王
朝
年
代
記
の
検
討
に
留
ま
ら
ず
、
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
に
は
ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
以
前
の
伝
承
や
痕
跡
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
着
目
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
セ
デ
ス
に

よ
る
碑
文
集
成
に
プ
レ
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
、
ア
ン
コ
ー
ル
期
碑
文

の
存
在
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（Coedès 1942: 115-118 [K

.137], 
Coedès 1942: 119-120 [K

.432], Coedès 1954: 284-286 [K
.136], 



史
観
第
一
八
〇
冊

八
六

北
川
二
〇
〇
六
）。
ま
た
、
ポ
ー
サ
ッ
ト
や
バ
リ
ボ
ー
等
ア
ユ
タ
ヤ

側
と
繋
が
る
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
南
西
岸
道
沿
い
に
王
朝
年
代
記
関
連

の
伝
承
が
残
る
こ
と
も
突
き
止
め
た
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
学
者
に
よ

る
先
行
研
究
に
よ
り
、
周
辺
勢
力
と
の
抗
争
の
中
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク

は
プ
レ
・
ア
ン
コ
ー
ル
に
ま
で
遡
る
歴
史
を
持
つ
土
地
で
あ
り
、
交

通
の
要
衝
と
も
な
り
う
る
立
地
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
実
態

解
明
の
た
め
、
よ
り
実
証
的
な
考
古
学
的
手
法
に
よ
る
現
地
調
査
が

必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

2
．
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
遺
構

2

－

1
．
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
地
理
的
環
境

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
は
、
現
在
の
行
政
区
分
で
は
コ
ン
ポ
ン
・
チ
ュ

ナ
ン
（K

om
pong Chhnang

）
州
コ
ン
ポ
ン
・
ト
ロ
ラ
ッ

（K
om

pong Tralach

）
郡
に
属
し
、
プ
ノ
ン
・
ペ
ン
か
ら
約
四
〇
㎞

北
上
し
た
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
西
岸
地
域
に
あ
る
台
地
状
の
微
高
地
上

に
位
置
し
て
い
る
（
図
1
・
2
）。
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
は
ト
ン
レ
サ
ッ

プ
湖
を
始
点
と
し
、
プ
ノ
ン
・
ペ
ン
で
メ
コ
ン
川
と
合
流
し
、
メ
コ

ン
デ
ル
タ
へ
と
流
れ
る
。
ま
た
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
地
域
に
は
ま
る
で

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
を
囲
む
よ
う
に
台
地
南
西
隅
と
北
東
隅
を
結
ぶ
小

川
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
小
川
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
北
東
隅
で
は
お

そ
ら
く
人
工
的
に
流
路
を
改
変
さ
れ
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
へ
と
ま
っ

す
ぐ
注
ぐ
。
こ
の
小
川
と
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
と
の
合
流
地
点
を
踏

査
し
た
と
こ
ろ
、「
コ
ン
ポ
ン
・
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
」
つ
ま
り
、「
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
の
港
」
と
村
人
か
ら
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
は
、「
バ
ン
テ
ア
イ
・
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
（
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
の
砦
）」
と
村
人
か
ら
呼
ば
れ
る
。
そ
の
名
が
表
す
通
り
、

北
・
南
・
西
側
三
方
を
土
塁
と
堀
で
囲
ん
だ
堅
牢
な
造
り
で
あ
る
。図１　カンボジア地図
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図２　ロンヴェークLIDAR画像

図3　ロンヴェーク衛星画像
(Google earth)
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東
側
土
塁
は
、
か
つ
て
他
の
三
方
と
同
様
に
土
塁
が
存
在
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
が
、
現
在
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
さ
れ
た
道
が
敷
か

れ
、
現
状
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
東
側
は
台
地

の
落
ち
際
に
あ
た
り
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
の
氾
濫
原
に
面
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
然
の
要
塞
と
も
い
え
る
地
勢
で
あ
る
。
一
六
世
紀
に

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
を
訪
れ
た
ク
ル
ス
の
記
録
に
よ
る
と
、「
小
高
い
城

塞
」
と
あ
り
（
ク
ル
ス
著
、
日
埜
編
訳 

一
九
九
六
）、
ト
ン
レ
サ
ッ

プ
川
を
遡
上
す
る
船
か
ら
も
容
易
に
判
別
で
き
る
ほ
ど
の
良
好
な
立

地
に
あ
っ
た
。

2

－

2
．
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
構
造

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
関
す
る
衛
星
写
真
に
よ
り
、
土
塁
等
主
要
な
構

造
は
確
認
で
き
た
が
、
二
〇
一
五
年
か
ら
の
発
掘
調
査
に
先
立
ち
、

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
と
そ
の
南
方
約
七
㎞
に
位
置
す
る
一
七
世
紀
以
降
の

王
都
ウ
ド
ン
地
域
と
合
わ
せ
、
L
I
D
A
R
に
よ
る
測
量
を
お
こ

な
っ
た（

（
（

（
図
2
）。
こ
れ
に
よ
り
、
衛
星
写
真
（
図
3
）
で
は
知
り

得
な
か
っ
た
、
新
た
な
構
造
が
発
見
さ
れ
た
。

2

－

2

－
1
．
土
塁

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
土
塁
は
、
南
北
約
二
・
五
㎞
、
東
西
約
二
㎞
を

測
り
、
南
側
を
除
い
た
西
側
と
北
側
の
土
塁
が
三
重
と
な
る
。
こ
こ

で
は
、
最
も
内
側
の
土
塁
か
ら
第
一
土
塁
、
第
二
土
塁
、
第
三
土
塁

と
呼
ぶ
。
第
一
土
塁
か
ら
第
二
土
塁
に
か
け
て
の
南
西
隅
に
は
東
西

約
四
八
〇
ｍ
、
南
北
約
二
〇
〇
ｍ
の
出
隅
状
に
張
り
出
し
た
区
画
が

存
在
す
る
。
さ
ら
に
L
I
D
A
R
に
よ
る
調
査
で
、
第
二
土
塁
西

辺
に
五
か
所
、
北
辺
に
三
か
所
の
砦
状
の
張
り
出
し
部
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
土
塁
の
高
さ
は
地
点
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る

が
、
約
八
ｍ
か
ら
一
〇
ｍ
、
幅
は
約
二
五
ｍ
で
そ
の
外
側
に
並
行
し

て
同
じ
く
約
二
五
ｍ
幅
の
堀
が
走
る
。
南
辺
土
塁
に
は
、
一
か
所
村

道
に
よ
り
切
り
取
ら
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
良
好
な
状
態
で
断
面
を
観

察
で
き
る
。
断
面
の
状
態
か
ら
、
土
塁
は
レ
ン
ガ
や
ラ
テ
ラ
イ
ト
を

使
用
す
る
こ
と
な
く
、
粘
土
質
の
土
と
砂
質
土
を
互
層
に
積
み
重
ね

た
構
造
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

－

2

－

2
．
上
座
仏
教
寺
院

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
域
内
に
は
複
数
の
寺
院
が
存
在
す
る
。
そ
の
全
て

が
上
座
仏
教
寺
院
で
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
約
三
〇
か
所
存
在
す

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
大
き
く
分
け
て
二
種

類
に
分
類
さ
れ
る
。
一
つ
は
伽
藍
を
形
成
す
る
タ
イ
プ
の
上
座
仏
教

寺
院
で
、
本
堂
・
僧
院
・
講
堂
・
ス
ト
ゥ
ー
パ
・
池
が
伽
藍
内
に
配

置
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
域
内
で
最
も
重
要

視
さ
れ
（
北
川
二
〇
〇
六
）、
中
心
寺
院
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
が
「
四
面
仏
の
寺
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ

エ
ン
・
カ
エ
ン
で
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
域
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
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る
。
現
在
の
本
堂
に
は
、
後
世
に
造
像
さ
れ
た
東
西
南
北
の
四
方
を

向
く
釈
迦
如
来
立
像
が
あ
る
が
、
そ
の
足
元
に
当
初
仏
で
あ
る
四
面

仏
の
砂
岩
製
の
足
材
が
そ
れ
ぞ
れ
四
面
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
に
並
ん
で
重
要
と
さ
れ
る
の
が
ロ

ン
ヴ
ェ
ー
ク
南
東
隅
に
あ
る
ワ
ッ
ト
・
プ
レ
ア
・
ア
ン
・
テ
ー
プ

（W
at Preah A

n Tep
）
で
あ
り
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
期
か
ら
続
く
寺

院
で
あ
る
（
北
川
一
九
九
八
）。

も
う
一
つ
が
、
い
わ
ゆ
る
テ
ラ
ス
寺
院
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
で
あ

る
。
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
内
に
も
多
く
確
認

で
き
る
が
、
伽
藍
を
形
成
せ
ず
に
、
本
尊
を
祀
っ
た
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
と

そ
の
手
前
に
平
面
長
方
形
の
簡
便
な
テ
ラ
ス
状
の
張
り
出
し
部
を
造

り
、
こ
れ
ら
を
シ
ー
マ
石
（
結
界
石
）
と
呼
ば
れ
る
二
石
一
組
の
装

飾
石
で
寺
域
を
区
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
内
の
テ
ラ

ス
寺
院
は
そ
の
殆
ど
が
マ
ウ
ン
ド
の
上
に
造
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
テ
ラ
ス
寺
院
は
、
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
の
東
側
や
、

南
辺
土
塁
周
辺
に
多
い
。
両
タ
イ
プ
の
上
座
仏
教
寺
院
と
も
「
生
き

る
寺
」
で
あ
り
現
在
も
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
住
民
の
信
仰
の
対
象
で
あ
る
。

2

－

2

－
3
．
都
市
プ
ラ
ン
の
検
討

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
う
ち
、ジ
ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン（Jayavarm

an

）

七
世
が
造
営
し
た
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
（A

ngkor T
hom

）
は
一

辺
三
㎞
の
ほ
ぼ
正
方
形
を
呈
し
た
土
塁
と
堀
に
囲
ま
れ
た
都
で
あ

る
。
城
壁
内
に
は
東
西
南
北
に
道
が
計
画
的
に
配
置
さ
れ
、
各
出
入

り
口
に
は
砂
岩
造
の
門
が
造
営
さ
れ
て
い
る
。
城
壁
の
中
央
部
に

は
、
バ
イ
ヨ
ン
（Bayon

）
寺
院
が
聳
え
、
そ
の
北
西
に
は
王
宮
が

位
置
す
る
。
ま
た
、
城
壁
内
に
は
道
路
網
に
沿
っ
て
運
河
が
巡
っ

て
い
た
こ
と
が
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（Gaucher 

2004

）。
緻
密
な
計
画
の
も
と
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
都
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

一
方
、
ア
ン
コ
ー
ル
陥
落
か
ら
約
百
年
後
に
造
営
さ
れ
た
と
さ
れ

る
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
と
同
じ
く
土
塁
と
堀
に

囲
ま
れ
た
方
形
の
都
で
一
見
す
る
と
類
似
し
た
構
図
を
持
つ
（
図

4
）。
し
か
し
な
が
ら
、
城
壁
内
に
は
当
時
の
道
路
網
は
お
ろ
か
王

宮
位
置
も
不
明
で
あ
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
の
よ
う
な
明
確
な
城

門
等
の
開
口
し
た
出
入
口
が
な
い
。
水
利
施
設
に
関
し
て
は
、
域
内

で
は
判
然
と
せ
ず
、
土
塁
と
並
行
し
て
堀
が
巡
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
城

壁
外
の
台
地
下
に
は
小
川
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
第
一
土
塁
は
東
西
約
二
㎞
×
南
北
約
二
・
五
㎞
の
堅
牢
な
土

塁
で
比
較
的
ア
ン
コ
ー
ル
・
ト
ム
に
近
似
し
た
構
造
を
呈
し
て
い

る
。
第
二
土
塁
は
西
辺
と
北
辺
に
砦
状
の
張
り
出
し
部
を
一
定
間

隔
で
配
置
、
第
三
土
塁
の
西
辺
は
城
壁
南
西
部
か
ら
南
に
延
伸
し
、

現
在
の
ウ
ド
ン
市
街
地
ま
で
繋
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
の
三
重
土
塁
は
一
度
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
複

数
期
に
わ
た
っ
て
築
造
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
現
段
階
で
は
考
え



史
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る
。
最
も
シ
ン
プ
ル
な
造
り
な
が
ら
堅
牢
な
土
塁
で
あ
る
第
一
土
塁

が
最
も
古
く
、
第
二
土
塁
で
拡
張
、
砦
を
取
り
付
け
、
第
三
土
塁
で

ウ
ド
ン
市
域
ま
で
南
へ
延
伸
さ
せ
た
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
域
内
に
は
プ
レ
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
以
前
に
ま
で
遡

る
碑
文
（
第
1
章
参
照
）、
な
ら
び
に
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ

エ
ン
内
に
は
砂
岩
造
・
ラ
テ
ラ
イ
ト
造
構
造
物
が
残
っ
て
お
り
、
少

な
く
と
も
一
六
世
紀
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
遷
都
以
前
に
は
既
に
こ
の
地
に

寺
院
等
の
構
造
物
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
土
塁
の
具
体

的
な
構
築
時
期
に
つ
い
て
は
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
等
の
科
学
分

析
、
建
築
史
的
視
点
か
ら
の
都
市
構
造
研
究
等
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。

3
．
出
土
陶
磁
器
の
検
討

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
で
は
、
実
に
豊
富
な
量
の
陶
磁
器
片
が
出
土
し
て

い
る
。
本
章
で
は
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
中
央
地
点
、
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ

エ
ン
・
カ
エ
ン
寺
院
地
点
出
土
遺
物
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
最
後
に

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
域
内
表
採
遺
物
と
の
比
較
を
お
こ
な
う
。

3

－

1
．
中
央
地
点
出
土
遺
物

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
中
央
地
点
は
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
域
内
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
中
心
寺
院
で
あ
る
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
の

図4　ロンヴェーク（右）とアンコール・トム（左）都市構造の比較 (CALI Initiative)
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ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
の
王
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ロ
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ヴ
ェ
ー
ク
と
対
外
貿
易

九
一

北
西
に
あ
る
や
や
小
高
く
開
け
た
地
区
に
立
地
し
て
い
る
。
そ
の
抜

群
の
立
地
環
境
か
ら
、
調
査
開
始
当
初
よ
り
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
域
内
に

お
い
て
重
要
な
地
点
で
あ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、
残
念
な

こ
と
に
当
該
地
点
に
は
二
〇
一
二
年
頃
に
レ
ン
ガ
工
場
が
建
設
さ

れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
退
去
す
る
こ
と
な
く
操
業
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
考
古
学
的
な
調
査
範
囲
は
限
ら
れ
る
も
の
の
、
二
〇
一

八
年
一
月
の
調
査
に
お
い
て
、
約
一
〇
四
㎡
の
ト
レ
ン
チ
調
査
を
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
（
図
5
）。
自
然
堆
積
層
の
上
に
あ
る
文
化

層
で
あ
る
第
3
層
の
遺
構
と
し
て
小
型
炉
跡
一
基
、
小
型
の
柱
穴
三

基
を
検
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
遺
構
か
ら
年
代
比
定
可
能
な
遺
物
は

検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
土
器
や
陶
磁
器
を
は
じ
め
動
物
骨
等
が

黒
色
の
堆
積
層
か
ら
大
量
に
出
土
し
た
。
第
1
層
と
第
2
層
か
ら
は

明
瞭
な
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
表
土
層
と
第
1
層
の
一
部
は

現
代
の
レ
ン
ガ
工
場
に
よ
る
攪
乱
を
受
け
て
い
る
。

ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
た
陶
磁
器
・
土
器
の
総
点
数
は
一
〇
六
二

四
点
（
破
片
数
。
同
一
個
体
は
一
点
と
し
て
換
算
）
に
の
ぼ
り
、
こ

の
う
ち
貿
易
陶
磁
器
は
四
四
七
点
、
陶
器
一
二
〇
点
、
土
器
一
〇
〇

五
七
点
が
出
土
し
て
い
る
。
貿
易
陶
磁
器
に
関
し
て
は
、
第
1
層
か

ら
四
二
点
、
第
2
層
か
ら
四
四
点
、
第
3
層
か
ら
三
六
一
点
を
検
出

し
た
。
と
り
わ
け
第
2
層
と
第
3
層
か
ら
は
、
青
花
で
は
景
徳
鎮
産

の
連
子
碗
や
碁
笥
底
の
碗
等
に
代
表
さ
れ
る
一
六
世
紀
初
頭
か
ら
中

頃
に
か
け
て
の
一
群
、
大
明
年
造
銘
や
饅
頭
心
碗
等
を
含
ん
だ
一
六

世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
一
群
が
観
察
さ
れ
た
。

白
磁
で
は
碗
・
皿
が
最
も
多
か
っ
た
。
第
3
層
か
ら
は
は
景
徳
鎮
産

の
上
質
な
白
磁
の
特
殊
品
も
確
認
さ
れ
た
（
図
6

－

1
）。
口
縁
は

玉
縁
状
に
作
ら
れ
、
外
面
に
は
ド
ッ
ト
状
の
細
か
な
貼
付
文
が
丁
寧

に
施
さ
れ
、
下
部
に
は
脚
状
の
突
起
が
取
り
付
く
。
一
点
の
破
片
の

み
の
出
土
の
た
め
、
全
体
の
器
形
を
知
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
が
、
特

殊
な
器
物
と
み
ら
れ
る
。
色
絵
製
品
と
し
て
は
景
徳
鎮
産
の
古
赤
絵

と
呼
ば
れ
る
一
六
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
の
嘉
靖
年
間
頃
の
皿
や
、
一

六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
位
置
付
け
ら
れ
る
漳
州
窯
産
の
色

絵
鉢
等
が
確
認
さ
れ
た
。
陶
器
で
は
、
華
南
三
彩
の
皿
も
確
認
し
た

南 北

表土層
（レンガ工場建設時の層）

第1層

第2層

第3層

第4層（自然堆積層）

第4層（自然堆積層マンガン粒を含む）

0 20 40 60 80 100cm

図5　中央地点トレンチ西面層序
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（
図
6

－

3
）。
素
地
に
白
泥
を
か
け
、
そ
の
上
に
紫
・
緑
・
黄
色
で

彩
色
を
施
し
、
見
込
に
は
陰
刻
で
蓮
池
水
禽
を
表
す
。
一
六
世
紀
後

半
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
褐
釉
陶
器

印
花
文
蓋
の
外
面
は
褐
釉
地
に
印
花
文
で
吉
祥
文
が
施
さ
れ
、
内
面

に
は
調
整
痕
の
叩
き
目
が
は
っ
き
り
残
る
。
他
地
域
で
の
出
土
事
例

が
少
な
く
、
日
本
で
は
堺
環
濠
都
市
遺
跡
（SK

T
263

）
出
土
の
一

破
片
と
（
堺
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
四
）、
や
や
時
代

が
下
る
タ
イ
プ
で
長
崎
市
興
善
町
遺
跡
出
土
（
長
崎
市
教
育
委
員
会 

二
〇
一
一
）
の
事
例
と
が
知
ら
れ
る
。
土
器
は
粗
製
の
も
の
か
ら
上

質
な
も
の
ま
で
多
く
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
認
め
ら
れ
た
が
、
特

筆
さ
れ
る
の
は
タ
イ
産
の
黒
色
磨
研
土
器
で
、
ケ
ン
デ
ィ
の
注
口
部

分
で
あ
る
（
図
6

－

2
）。
特
徴
的
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、
日

本
で
は
長
崎
の
築
町
遺
跡
等
で
出
土
例
が
あ
る
（
長
崎
市
教
育
委
員

会
一
九
九
七
）。

当
地
点
出
土
陶
磁
器
の
年
代
観
は
、
一
六
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
の

グ
ル
ー
プ
と
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
比
定
さ
れ
る

グ
ル
ー
プ
を
確
認
し
た
（
表
1
）
が
、
第
2
層
と
第
3
層
と
に
ま
た

が
っ
て
検
出
さ
れ
、
一
連
の
活
動
の
中
で
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

た
。
こ
の
年
代
観
は
、
一
点
の
疑
問
を
想
起
さ
せ
る
。
王
朝
年
代
記

で
返
す
返
す
唱
え
ら
れ
て
き
た
一
五
九
四
年
の
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
の
ナ

レ
ー
ス
エ
ン
王
に
よ
る
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
攻
略
に
関
連
す
る
よ
う
な
画

期
を
当
ト
レ
ン
チ
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

図6　中央地点出土遺物

1 2
0cm 2cm

0cm 5cm

0cm 5cm3

表1　中央地点出土
貿易陶磁年代観

年代 点数
16世紀初頭－
中頃

103

16世紀後半－
17世紀前半

335

18世紀 3
不明・現代 6
合計 447



ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
の
王
都
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
と
対
外
貿
易

九
三

少
な
く
と
も
当
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
、
明
ら
か
な
焼
土
層
や
武
具
・
人

骨
の
類
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
な
く
、
ま
た
一
六
世
紀
末
で
途

端
に
文
化
層
が
途
絶
え
る
よ
う
な
事
象
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
少
な
く
と
も
陶
磁
器
か
ら
は
一
七
世
紀
前
半
ま
で
を
中
心

と
す
る
ま
と
ま
っ
た
量
の
遺
物
が
出
土
し
、
数
点
の
み
一
八
世
紀
に

入
る
徳
化
窯
系
の
青
花
が
上
層
で
あ
る
第
1
層
か
ら
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
五
九
四
年
に
ア
ユ
タ
ヤ
に
よ
り
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
が

攻
略
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
陶
磁
器
の

年
代
観
と
は
厳
密
に
は
合
致
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

3

－

2
．
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン

ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
中
心
か

ら
や
や
東
寄
り
の
高
台
に
位
置
し
て
い
る
。
寺
院
の
沿
革
に
つ
い

て
は
、
北
川
に
よ
る
記
述
が
詳
し
い
（
北
川
二
〇
〇
六
）。
ワ
ッ

ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
で
は
計
四
点
の
碑
文
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
七
世
紀
（K

.137

、K
.766

）、
九
世
紀
（K

.432

）、
一
一
世
紀

（K
.136

）
を
示
す
。
さ
ら
に
は
、
本
堂
の
東
面
に
は
ネ
ア
ッ
ク
・

タ
ー
・
ト
マ
リ
ア
チ
ア
と
呼
ば
れ
る
ネ
ア
ッ
ク
・
タ
ー
（
祖
霊
神
）

の
祠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
像
は
元
々
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
ヴ
ァ

テ
ィ
ー
様
式
の
倚
像
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（Rivere 

2016

）。
本
堂
の
南
に
は
小
高
い
丘
状
に
盛
り
上
が
っ
た
地
点
が
あ

り
、
こ
こ
に
は
砂
岩
製
の
ア
ン
コ
ー
ル
期
に
属
す
る
屋
根
装
飾
が
見

ら
れ
る
。

ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
で
は
、
近
現
代
に
入
り
改
変
が

続
け
ら
れ
、
現
在
で
も
年
々
境
内
が
拡
張
し
続
け
て
い
る
。
境
内
の

南
端
に
寺
院
に
よ
っ
て
近
年
に
掘
削
さ
れ
た
水
路
が
あ
る
。
こ
の
水

路
の
断
面
に
は
多
く
の
陶
磁
器
の
堆
積
が
露
出
し
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
こ
の
水
路
を
ト
レ
ン
チ
と
見
な
し
、
断
面
の
陶
磁
器
を
採
集
し

た
。
当
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
磁
器
五
五
点
、
陶
器
二
二

点
、
土
器
五
八
点
で
あ
る
。
特
筆
さ
れ
る
の
は
当
ト
レ
ン
チ
か
ら
出

土
し
た
貿
易
陶
磁
の
殆
ど
は
中
国
陶
磁
で
あ
っ
た
が
、
肥
前
陶
磁
が

四
点
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
六
五
〇
年
代
か
ら
一
六
七
〇
年

代
に
位
置
付
け
ら
れ
る
肥
前
染
付
の
荒
磯
文
碗
に
、
特
徴
的
な
と
こ

ろ
と
し
て
一
七
世
紀
第
三
四
半
期
頃
の
肥
前
の
鉄
釉
瓶
の
底
部
片
が

出
土
し
た
。
中
国
青
花
は
一
六
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
に
か
け
て
の
碁

笥
底
小
皿
や
連
子
碗
に
加
え
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半

頃
の
景
徳
鎮
青
花
碗
、
漳
州
窯
青
花
等
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
ク

メ
ー
ル
黒
褐
釉
陶
器
壺
片
も
共
伴
し
て
い
る
。

当
ト
レ
ン
チ
出
土
遺
物
の
年
代
観
は
一
六
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
に

か
け
て
の
も
の
を
含
み
な
が
ら
、
一
七
世
紀
前
半
に
及
ぶ
も
の
が
そ

の
中
心
で
あ
る
。
一
方
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か

け
て
の
遺
物
が
一
定
量
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
前
項
に
あ
げ
た
中
央
地
点
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
肥
前
を
は
じ
め
と

し
た
一
七
世
紀
後
半
に
位
置
付
け
ら
れ
る
遺
物
が
一
切
出
土
し
な
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か
っ
た
事
実
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
、
当
ト
レ
ン
チ
か
ら
も
明

ら
か
な
焼
土
層
や
武
器
・
人
骨
類
が
出
土
し
な
か
っ
た
こ
と
も
特
徴

で
あ
る
。

3

－

3
．
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
域
内
表
採
遺
物

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
で
は
多
く
の
陶
磁
器
を
表
面
採
集
す
る
事
が
で

き
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
二
三
六
三
点
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
遺
物

採
集
地
点
に
は
偏
り
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
主
な
遺
物
分
布
域
を

図
7
に
図
示
し
た
。

エ
リ
ア
1
は
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
の
東
に
広
が
る
中

小
規
模
の
上
座
仏
教
テ
ラ
ス
寺
院
が
分
布
し
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
の

氾
濫
原
に
東
面
す
る
地
域
で
あ
る
。
エ
リ
ア
2
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の

重
要
寺
院
の
一
つ
と
さ
れ
る
プ
レ
ア
・
ア
ン
・
テ
ー
プ
を
中
心
と
し

た
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
南
東
隅
地
点
で
あ
る
。
エ
リ
ア
3
は
南
辺
土
塁
の

屈
曲
部
に
あ
た
る
地
域
、
エ
リ
ア
4
は
南
辺
土
塁
中
央
部
で
上
座
仏

教
テ
ラ
ス
寺
院
で
あ
る
ヴ
ィ
ヒ
ア
・
バ
ッ
コ
ー
を
中
心
と
し
た
地
区

で
あ
る
。
エ
リ
ア
5
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
南
西
隅
に
あ
る
出
隅
区
域
で

あ
る
。
エ
リ
ア
6
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
北
西
隅
地
域
で
あ
る
が
、
採
集

し
た
遺
物
量
は
少
な
い
。
エ
リ
ア
7
は
西
辺
第
一
土
塁
中
央
部
付
近

で
あ
る
。
エ
リ
ア
8
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
中
央
地
点
で
レ
ン
ガ
工
場
周

辺
地
域
に
あ
た
る
。
エ
リ
ア
9
は
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン

で
あ
る
。
エ
リ
ア
10
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
北
東
側
の
コ
ン
ポ
ン
・
ロ
ン

図７　表採遺物分布域
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ヴ
ェ
ー
ク
（
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
港
）
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
る
。
エ

リ
ア
11
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
南
、
ウ
ド
ン
市
域
を
流
れ
る
ス
ト
ゥ

ン
・
ク
ラ
ン
・
ポ
ン
レ
イ
と
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
の
合
流
地
点
で
あ

る
。
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
域
外
で
は
あ
る
が
、
コ
ン
ポ
ン
・
ロ
ン
ヴ
ェ
ー

ク
と
の
比
較
の
た
め
掲
出
す
る
。

図
8
に
表
採
陶
磁
器
の
一
部
を
図
示
す
る
。
1
は
エ
リ
ア
4
の
南

辺
土
塁
中
央
か
ら
、
2
か
ら
5
は
エ
リ
ア
2
の
南
東
隅
地
点
か
ら
の

出
土
で
あ
る
。
1
は
内
底
が
饅
頭
心
状
に
膨
ら
む
唐
草
文
で
、
高
台

内
面
に
は
方
形
枠
内
で
「
精
製
」
を
表
す
銘
が
確
認
で
き
る
。
2
は

海
馬
文
碗
で
一
六
世
紀
前
半
ご
ろ
の
連
子
碗
で
あ
る
。
3
は
青
花
碗

片
で
外
面
体
部
に
は
花
卉
文
、
内
底
見
込
に
は
植
物
文
が
施
さ
れ

る
。
高
台
内
面
に
は
「
永
保
長
寿
」
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
4
は
青

花
暗
花
文
碗
で
、
外
面
口
縁
部
に
は
唐
草
文
帯
、
外
面
体
部
に
は
暗

花
文
が
全
体
に
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
青
花
片
で
は
、
碗
皿
類
の

他
、
壺
ま
た
は
罐
の
胴
部
ま
た
は
蓋
片
や
、
平
形
合
子
の
蓋
等
も
出

土
し
た
。
5
は
メ
ナ
ム
・
ノ
イ
産
黒
褐
釉
壷
口
縁
部
片
で
あ
る
。
内

外
面
と
も
黒
褐
釉
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
で
は
ク
メ
ー

ル
黒
褐
釉
陶
器
の
他
に
メ
ナ
ム
・
ノ
イ
等
タ
イ
産
黒
褐
釉
陶
器
が
確

認
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

エ
リ
ア
ご
と
に
見
る
と
、
明
ら
か
に
エ
リ
ア
2
・
3
・
4
等
南
辺

土
塁
周
辺
と
エ
リ
ア
1
の
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
東
側
地

区
の
出
土
量
が
多
く
、
北
側
や
西
側
に
は
総
じ
て
遺
物
が
少
な
い
こ

2
1

3 5
0 10cm

4

図８　表採調査遺出土陶磁器

と
が
判
明
し
た
。
今
後
更
な
る
表
採
調
査
の
必
要
が
あ
る
が
、
現
時

点
で
の
傾
向
と
し
て
は
、
台
地
の
縁
に
あ
た
る
東
側
と
南
側
に
遺
物

が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
方
面
に
居
住
域
な
い
し
商
業
の
拠
点
や
荷

揚
場
と
な
る
よ
う
な
施
設
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
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－

4
．
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
出
土
陶
磁
器
の
比
較
検
討

表
採
調
査
に
お
け
る
各
地
点
の
陶
磁
器
出
土
点
数
に
は
地
域
ご
と

に
差
異
が
見
ら
れ
る
（
表
3
）。
エ
リ
ア
8
と
9
で
は
表
採
可
能
範

囲
に
限
界
が
あ
っ
た
た
め
、
相
対
的
に
見
て
遺
物
量
は
少
な
い
。
そ

の
よ
う
な
例
外
を
除
く
と
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
南
辺
土
塁
周
辺
や
東
側

地
域
が
他
地
点
に
比
べ
て
多
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

年
代
観

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
中
央
地
点
出
土
陶
磁
器
の
年
代
観
は
、
一
六
世
紀

初
頭
か
ら
中
頃
の
グ
ル
ー
プ
と
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前

半
に
比
定
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
ほ
ぼ
ま
と
ま
る
こ
と
を
確
認
し
た

（
表
2
）。
一
方
、
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
の
ト
レ
ン
チ
出

土
遺
物
は
、
中
央
地
点
と
同
様
に
一
六
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
の
グ

ル
ー
プ
と
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
ま
で
の
グ
ル
ー
プ

が
主
体
で
あ
り
な
が
ら
も
、
一
七
世
紀
後
半
に
比
定
さ
れ
る
肥
前
磁

器
や
一
八
世
紀
の
中
国
青
花
を
確
認
す
る
等
、
中
央
地
点
よ
り
下
る

時
代
ま
で
確
認
で
き
る
結
果
と
な
っ
た
。
表
採
陶
磁
器
は
や
は
り
、

一
六
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
と
、
一
六
世
紀
後
半
か

ら
一
七
世
紀
前
半
の
グ
ル
ー
プ
が
主
体
、
わ
ず
か
に
一
七
世
紀
後
半

以
降
の
グ
ル
ー
プ
が
確
認
さ
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
か
ら
出
土
し
た
貿
易
陶
磁
器
は
一

六
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
の
グ
ル
ー
プ
に
は
じ
ま
り
、
一
六
世
紀
後
半

表２　陶磁器年代観比較表

0.7%
4.8%

78.7%

4.9%
1.7% 9.2% 表採全体

～15世紀
16世紀初-中頃
16世紀後半-17世紀前半
17世紀後半
18世紀
不明・現代

23.0%

74.9%

0.7% 1.3%

中心地点

16世紀初-中頃
16世紀後半-17世紀前半
17世紀後半
不明・現代

7.0%

76.7%

12.8%

1.2% 2.3%

ワット・トロラエン・カエン

16世紀初-中頃
16世紀後半-17世紀前半
17世紀後半
18世紀
不明・現代
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碗・皿類（点数） 壺・甕類 瓶袋物 合子
中央地点 77.4% （345） 11.2% （50） 9.2% （41） 2.2% （10）
ワット・トロラエン・カエン 80.4% （70） 10.5% （9） 8.1% （7） —
エリア 1 85.3% （87） 11.8% （12） — 2.9% （3）
エリア 2 75.5% （480） 22.6% （145） 0.9% （6） 0.8% （5）
エリア 3 81.7% （375） 17.6% （81） 0.7% （3） —
エリア 4 84.2% （388） 15.2% （70） 0.2% （1） 0.4% （2）
エリア 5 72.9% （272） 23.1% （86） 2.7% （10） 1.3 （5）
エリア 6 80.4% （37） 19.6% （9） — —
エリア 7 80.7% （497） 18.8% （116） 0.2% （1） 0.3% （2）
エリア 8 100% （4） — — —
エリア 9 57.5% （15） 38.5% （10） — 3.8% （1）
エリア 10 98.9% （87） 1.1% （1） — —
エリア 11 100% （27） — — —
表採全体 80.3%（1898） 18.1%（428） 0.8%（20） 0.7%（17）

表3　出土陶磁器器種組成一覧

か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
遺
物
の
出
土
量
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
を
含
む
一
部
地
域
で
一
七
世
紀
後

半
以
降
の
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
と
な
る
。
王
朝
年
代
記
に
よ
れ

ば
、
一
五
九
四
年
に
ア
ユ
タ
ヤ
に
よ
り
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
は
陥
落
し
、

都
は
遷
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
本
稿
で
の
分
析
の
結
果
、
少
な

く
と
も
一
七
世
紀
前
半
期
ま
で
は
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
王
朝
年
代
記
の
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
陥
落
年
代
が
仮
に
正
し
い

場
合
で
も
、
陥
落
後
も
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
は
一
七
世
紀
前
半
頃
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

器
種
組
成

器
種
組
成
に
関
し
て
表
採
調
査
各
地
点
と
発
掘
調
査
の
二
地
点
を

そ
れ
ぞ
れ
に
比
較
検
討
す
る
。
碗
・
皿
類
等
の
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
、

壺
・
甕
類
の
コ
ン
テ
ナ
容
器
、
合
子
や
瓶
・
ケ
ン
デ
ィ
等
の
特
殊
容

器
を
割
合
と
し
て
表
し
て
い
る
（
表
3
）。
一
見
し
て
明
ら
か
な
の

が
、
ど
の
地
点
も
圧
倒
的
に
碗
・
皿
類
が
多
く
出
土
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
な
の
が
、、
中
央
地
点
で
は
他
地
点
に

比
べ
て
上
質
・
高
級
な
陶
磁
器
を
多
く
含
む
点
で
あ
る
。
当
地
点
は

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
お
い
て
高
位
の
身
分
の
者
が
居
住
ま
た
は
利
用
す

る
地
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
全

体
を
通
し
て
、
壺
・
甕
類
を
突
出
し
て
多
く
検
出
し
た
地
点
は
現
状

で
発
見
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
は
後
章
で
詳
述
す
る
。
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1
．
史
料
か
ら
の
検
討

王
朝
年
代
記
に
は
残
念
な
が
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
よ
る
貿
易
活
動
に

関
す
る
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
国
に
よ
る

史
料
に
は
少
な
い
な
が
ら
も
一
六
世
紀
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関
す
る
記
録

が
残
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
接
触

「
交
易
の
時
代
」（Reid 1988

）
を
迎
え
た
一
五
世
紀
以
降
、
ア

ジ
ア
海
域
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
や
遅
れ
て
ス
ペ
イ
ン
船
が
登
場
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
彼
ら
が
残
し
た
記
録
に
は
、
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
に

つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料
に
は
じ
め
て
カ
ン

ボ
ジ
ア
が
登
場
す
る
の
は
ト
メ
・
ピ
レ
ス
に
よ
る
『
東
方
諸
国
記
』

で
あ
る
（
ピ
レ
ス
一
九
六
六
）。
一
五
一
〇
年
代
、
ピ
レ
ス
は
実
際

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
伝
え
聞
く
と
こ
ろ

と
し
て
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
土
は
多
く
の
米
と
良
い
肉
、
魚
、
地

酒
を
産
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
国
に
は
金
が
あ
る
。
そ
し
て
、
漆
、

多
く
の
象
牙
、
干
魚
、
米
を
産
出
す
る
。
そ
し
て
ベ
ン
ガ
ル
産
の
良

質
な
白
服
、
少
し
の
胡
椒
、
丁
字
、
辰
砂
、
水
銀
、 

蘇
合
香
、
赤
真

珠
等
…
（
中
略
）
で
あ
る
。」
一
五
五
五
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣

教
師
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ダ
・
ク
ル
ス
が
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
を
訪
れ
滞
在
す

る
（
ク
ル
ス
著
・
日
埜
編
訳
一
九
九
六
）。
そ
の
後
、
一
六
世
紀
末

か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
は
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
宣
教

師
や
商
人
た
ち
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
滞
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
七
世
紀
代
の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

の
登
場
ま
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
貿
易
品
目
に

関
す
る
記
録
は
今
の
と
こ
ろ
殆
ど
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

日
本
と
の
接
触

一
五
六
九
（
永
禄
一
二
）
年
、
九
州
の
沿
岸
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
船

が
漂
着
し
た
（
岡
本
一
九
四
二
）。
霊
雲
院
に
蔵
さ
れ
る
『
頌
詩
』

に
は
大
友
氏
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
関
係
性
を
証
明
す
る
書
簡
が
二
点
書

き
写
さ
れ
て
い
る
（
鹿
毛
二
〇
一
一
、
二
〇
一
二
）。
一
点
目
は
一

五
七
九
（
天
正
七
）
年
に
金
書
と
献
物
を
携
え
て
豊
後
に
向
か
っ
た

と
み
ら
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
船
が
薩
摩
に
漂
着
し
た
こ
と
を
受
け
、
島

津
義
久
が
「
南
蛮
国
甘
埔
寨
賢
主
君
」
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。
そ

し
て
も
う
一
通
は
そ
の
返
信
書
簡
と
も
受
け
取
れ
る
、「
甘
埔
寨
浮

喇
哈
力
汪
加
」
か
ら
大
友
氏
宛
に
送
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
書

簡
に
は
象
、
象
簡
、
鏡
匠
、
銅
銃
壱
門
、
蜂
蝋
参
百
斤
を
贈
る
旨
が

書
か
れ
る
。
こ
の
「
浮
喇
哈
力
汪
加
」
と
い
う
名
前
は
「
プ
レ
ア
・

リ
ア
チ
ア
（Preah Reachea

）」
と
い
う
王
に
付
く
敬
称
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
王
朝
年
代
記
の
年
代
が
正
し
け
れ
ば
、
バ
ロ
ム
・



ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
の
王
都
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
と
対
外
貿
易

九
九

リ
ア
チ
ア
王
（
一
五
六
六

－

一
五
七
九
）
や
サ
タ
ー
王
（
一
五
七
九

－

一
五
九
五
）
の
時
代
で
、
ま
さ
に
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
期
で
あ
る
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
国
王
は
が
、
遠
く
日
本
の
大
友
氏
と
直
接
交
渉
を
し
、
交

流
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
案
で
あ
る
。

朱
印
船
・
唐
船
貿
易
が
盛
ん
と
な
る
一
七
世
紀
に
入
る
と
、
当
該

期
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日
本
間
の
貿
易
関
連
史
料
が
増
加
す
る
。
一
六
〇

四
（
慶
長
九
）
年
か
ら
一
六
三
五
（
寛
永
一
二
）
年
ま
で
に
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
へ
渡
航
し
た
朱
印
船
は 
四
四
隻
、
鎖
国
令
発
布
以
降
は
唐

船
に
よ
る
貿
易
が
活
発
と
な
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
船
と
し
て
記
載
さ

れ
る
の
は
一
六
四
一
（
寛
永
一
八
）
年 
七
月
三
日
か
ら
一
七
四
五

（
延
亨
二
）
年 

四
月 

一
日
ま
で
の
四
一
隻
で
あ
る
。
日
本
と
カ
ン

ボ
ジ
ア
間
で
展
開
さ
れ
た
唐
船
貿
易
に
よ
る
主
な
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
輸

出
品
目
は
鹿
皮
、
蘇
木
、
砂
糖
、
そ
し
て
漆
で
あ
る
（
永
積
一
九
八

七
、
佐
藤
二
〇
〇
九
、
北
川
二
〇
一
五
）。

一
方
、
朱
印
船
貿
易
開
始
以
前
で
あ
る
一
六
世
紀
代
に
お
け
る
対

日
本
貿
易
の
具
体
的
な
内
容
は
残
念
な
が
ら
現
段
階
で
は
示
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
た
だ
、
一
七
世
紀
に
入
っ
た
直
後
の
一
六
〇
四
年
に

五
隻
も
の
朱
印
船
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
渡
航
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る

と
、
一
六
世
紀
代
後
半
に
は
既
に
貿
易
活
動
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

4

－

2
．
考
古
資
料
か
ら
の
検
討

豊
富
な
量
の
陶
磁
器

上
述
し
た
よ
う
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
年
代
記
で
あ
る
王
朝
年
代
記

は
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
同
時
代
史
料
と
は
な
り
え
な
い
。
さ

ら
に
は
一
六
世
紀
代
の
史
料
に
関
し
て
は
、
貿
易
品
目
を
具
体
的
に

記
載
す
る
よ
う
な
史
料
は
残
念
な
が
ら
残
っ
て
お
ら
ず
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
や
ス
ペ
イ
ン
の
宣
教
師
・
冒
険
家
に
よ
る
記
録
、
ま
た
大
友
氏
と

の
書
簡
が
貴
重
な
同
時
代
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
関

す
る
貿
易
史
料
は
、
一
七
世
紀
に
入
っ
て
の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会

社
、
ま
た
日
本
に
よ
る
朱
印
船
・
唐
船
貿
易
の
記
録
の
登
場
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
考
古
資
料
は
史
料
不

足
を
補
い
、
一
六
世
紀
に
行
わ
れ
た
貿
易
を
モ
ノ
の
形
で
証
明
し
て

く
れ
る
。
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
発
掘
調
査
、
表
採
調
査
双

方
か
ら
非
常
に
豊
富
な
量
の
陶
磁
器
が
確
認
さ
れ
た
の
は
第
三
章
ま

で
で
詳
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
実
際
に
多
く
の
貿
易
陶
磁
器
が
ロ

ン
ヴ
ェ
ー
ク
か
ら
出
土
し
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
当
該
期
カ
ン
ボ

ジ
ア
が
中
国
等
諸
外
国
か
ら
陶
磁
器
を
輸
入
し
て
い
た
こ
と
の
証
明

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
中
央
地
点
出
土
遺
物

に
見
る
よ
う
に
高
級
品
や
特
殊
遺
物
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
さ

れ
る
。
上
質
な
景
徳
鎮
産
青
花
や
白
磁
特
殊
容
器
、
吉
祥
文
蓋
付
褐

釉
壺
等
は
、
お
そ
ら
く
は
一
般
階
級
の
居
住
域
に
属
す
る
も
の
で
は

な
く
、
王
族
や
高
位
官
僚
等
一
定
以
上
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
持
つ
階
級



史
観
第
一
八
〇
冊

一
〇
〇

に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ

ち
、
当
該
期
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
が
相
応
の
財
力
を
有
し
、
積
極
的
に
貿

易
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
示
唆
し
て
い
る
。

コ
ン
テ
ナ
容
器
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

次
に
、
黒
褐
釉
陶
器
の
問
題
で
あ
る
。
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
北
東
一
五

㎞
ほ
ど
に
位
置
す
る
ク
ラ
ン
・
コ
ー
遺
跡
で
は
、
墓
葬
遺
跡
で
完
形

の
陶
磁
器
が
数
多
く
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
一
五
世
紀
後
半
か

ら
一
六
世
紀
初
頭
の
明
青
花
、
タ
イ
青
磁
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
青
磁
、
ベ

ト
ナ
ム
青
磁
に
加
え
て
一
定
量
の
ク
メ
ー
ル
黒
褐
釉
陶
器
が
出
土
し

て
い
た
が
（
佐
藤
二
〇
一
二
）、
こ
こ
で
は
タ
イ
産
黒
褐
釉
陶
器
は

出
土
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
期
に
入
る
と
、
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
中
央
地
点
や
ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
等
で
一
定

量
の
ク
メ
ー
ル
黒
褐
釉
陶
器
を
検
出
し
た
一
方
で
、
シ
ー
サ
ッ
チ
ャ

ナ
ラ
イ
や
メ
ナ
ム
・
ノ
イ
産
の
黒
褐
釉
陶
器
が
入
り
始
め
る
（
図
8

－

5
）。
こ
れ
ま
で
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
末
期
に
ク
メ
ー
ル
陶
器
生
産

は
終
焉
を
迎
え
る
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
や
ク
ラ

ン
・
コ
ー
遺
跡
で
出
土
し
た
ク
メ
ー
ル
黒
褐
釉
陶
器
の
存
在
に
よ

り
、
ク
メ
ー
ル
黒
褐
釉
陶
器
生
産
の
下
限
年
代
に
関
す
る
議
論
（
佐

藤
二
〇
一
六
）
が
提
起
さ
れ
た
。
た
だ
、
今
回
新
た
に
ロ
ン
ヴ
ェ
ー

ク
に
は
ア
ン
コ
ー
ル
期
に
遡
る
痕
跡
を
多
く
残
す
こ
と
が
判
明
し
つ

つ
あ
り
、
当
該
ク
メ
ー
ル
黒
褐
釉
陶
器
が
ア
ン
コ
ー
ル
期
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ク

メ
ー
ル
黒
褐
釉
陶
器
が
発
掘
ト
レ
ン
チ
中
の
一
六
世
紀
後
半
に
比
定

さ
れ
る
層
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
期
に
至
る
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か

と
な
っ
た
。
今
後
、
ク
メ
ー
ル
黒
褐
釉
陶
器
生
産
に
関
し
て
は
、
生

産
地
・
下
限
年
代
双
方
の
視
点
か
ら
更
な
る
調
査
を
要
す
る
。

一
方
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
か
ら
出
土
す
る
タ
イ
産
陶
器
が
も
と
も
と

壺
・
甕
類
に
入
れ
ら
れ
た
内
容
物
を
目
的
と
し
て
輸
入
し
て
い
た
の

か
、
そ
れ
と
も
あ
く
ま
で
コ
ン
テ
ナ
容
器
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に

輸
入
し
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
こ
こ
で
再
び
、
エ
リ
ア
ご
と
に
示

し
た
器
種
組
成
を
検
討
す
る
と
（
表
3
）、
遺
物
の
絶
対
量
が
少
な

か
っ
た
エ
リ
ア
9
と
中
心
部
の
エ
リ
ア
10
、
11
を
除
き
、
総
じ
て
一

五
％
か
ら
二
〇
％
前
後
が
壺
・
甕
類
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
突
出
し

て
大
き
な
値
を
示
す
地
点
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
例
え
ば
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
産
品
を
輸
出
す
る
た
め
の
容
器
と
し

て
、
タ
イ
産
陶
器
を
大
量
に
輸
入
ま
た
は
ク
メ
ー
ル
陶
器
を
大
量
に

保
管
・
貯
蔵
し
た
遺
構
や
地
区
の
存
在
を
見
出
す
事
が
現
段
階
で
は

出
来
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。
今
後
、
当
該
期
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
貿
易

内
容
を
読
み
解
く
一
つ
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
し
て
留
意
し
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
お
け
る
容
器
と
し
て
の
陶
磁
器
と
し
て
、
一
般

的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
最
も
大
量
に
出
土
し



ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
の
王
都
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
と
対
外
貿
易

一
〇
一

て
い
る
土
器
で
あ
る
。
容
器
と
し
て
の
土
器
と
し
て
重
要
な
発
見
例

の
一
つ
に
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
中
央
地
点
で
過
去
に
出
土
し
た
内
面

に
黒
色
の
漆
が
付
着
し
た
在
地
土
器
の
丸
底
壺
片
が
あ
る
（
図
9
）

（
佐
藤
二
〇
一
六
）。
こ
の
よ
う
な
漆
付
着
土
器
は
多
く
は
な
い
が
こ

れ
ま
で
に
二
〇
点
ほ
ど
出
土
し
て
い
る
。
第
4
章
で
述
べ
た
通
り
、

日
本
に
と
っ
て
漆
と
い
え
ば
、
一
七
世
紀
以
降
の
主
要
な
輸
入
先
の

ひ
と
つ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
あ
っ
た
（
川
口
二
〇
一
八
）。
一
六
世
紀

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
漆
を
輸
出
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
文
献
上
か

ら
は
現
段
階
で
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
回
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
か

ら
出
土
し
た
こ
の
漆
付
着
土
器
は
、
地
元
ま
た
は
短
距
離
圏
内
で
使

用
す
る
た
め
の
も
の
で
、
日
本
等
長
距
離
輸
出
向
け
で
は
な
い
可
能

性
も
大
き
い
が
、
今
後
は
漆
等
を
入
れ
る
容
器
と
し
て
の
土
器
に
留

意
し
な
が
ら
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

5
．
考
察

本
稿
で
は
、
衰
退
の
時
代
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ポ
ス
ト
・
ア
ン

コ
ー
ル
期
の
王
都
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
お
い
て
豊
富
な
量
の
貿
易
陶
磁

器
を
検
出
し
、
そ
れ
ら
の
貿
易
陶
磁
器
が
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀

前
半
ま
で
の
時
間
幅
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
六
世
紀
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
接
触
し
、
さ
ら
に
は
日
本
と
の
交
渉

を
行
う
等
、
積
極
的
な
外
交
展
開
を
し
て
い
た
こ
と
が
史
料
か
ら
判

明
し
た
一
方
、
具
体
的
な
貿
易
品
に
関
し
て
は
史
料
か
ら
は
見
出
す

事
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
出
土
貿
易
陶
磁
器
群
か
ら
み
た

当
該
期
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
対
外
貿
易
活
動
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

5

－

1
．
港
市
と
し
て
の
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク

前
章
ま
で
で
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
表
採
遺
物
で
は
南
辺
土
塁
周
辺
や

ワ
ッ
ト
・
ト
ロ
ラ
エ
ン
・
カ
エ
ン
東
側
地
区
で
遺
物
量
が
相
対
的

に
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
居
住
域
や
商

業
関
連
地
区
の
可
能
性
を
挙
げ
た
が
、
現
段
階
で
は
住
居
跡
や
荷

揚
場
・
港
跡
等
の
遺
構
を
検
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で

L
I
D
A
R
に
よ
る
地
図
を
今
一
度
検
討
し
た
い
（
図
2
）。
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
南
辺
土
塁
東
端
部
か
ら
プ
レ
ア
・
ア
ン
・
テ
ー
プ
に
か
け

図９　中央地点出土漆付着土器



史
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八
〇
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一
〇
二

て
の
地
区
は
、
台
地
の
末
端
部
に
あ
た
り
、
リ
ア
ス
式
海
岸
の
よ
う

に
入
り
組
ん
だ
地
形
を
呈
し
て
い
る
。
乾
季
に
は
台
地
下
の
部
分

は
水
が
殆
ど
引
き
、
雨
季
に
は
こ
の
台
地
の
縁
ま
で
水
位
が
上
が

る
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ポ
ン
・
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
か
ら
続
く
水
路
は
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
の
台
地
を
巡
る
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
一
五
五

五
年
か
ら
一
五
五
七
年
に
か
け
て
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
た
め
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
滞
在
し
た
ガ
ス
パ
ー
ル
・
ダ
・
ク
ル
ス
に
よ
れ
ば
、「
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
は
、
ロ
エ
ク
に
お
い
て
、
野
原
の
中
の
非
常
に
高

い
盛
り
土
を
私
に
示
し
た
。
そ
の
盛
り
土
の
上
で
、
彼
ら
は
次
の
よ

う
に
確
言
し
た
の
で
あ
る
。
増
水
の
時
期
に
は
こ
の
地
で
作
ら
れ
た

船
一
隻
が
（
こ
の
盛
り
土
に
）
触
れ
る
こ
と
な
く
通
過
し
て
い
た
も

の
だ
。
そ
の
船
た
る
や
イ
ン
デ
ィ
ア
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
ま
で
す
ら
立

派
に
航
行
で
き
よ
う
か
と
思
わ
れ
た
ほ
ど
だ
、
と
。」（
ク
ル
ス
著
・

日
埜
編
訳
一
九
九
六
）。
す
な
わ
ち
、
雨
季
に
は
外
洋
を
航
海
で
き

る
規
模
の
大
型
船
が
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
を
遡
上
し
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の

地
ま
で
た
ど
り
着
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
こ
の
よ
う
な
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
を
遡
上
し
た
大
型
の
貿
易
船

か
ら
荷
下
ろ
し
さ
れ
た
品
々
を
小
船
に
載
せ
て
コ
ン
ポ
ン
・
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
か
ら
台
地
の
縁
を
巡
る
水
路
を
使
い
、
台
地
東
縁
や
南
縁

か
ら
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
内
に
荷
揚
げ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
今
後
、
更
な
る
調
査
が
求
め
ら
れ
る
が
、
地
の
利
を
存
分
に
生

か
し
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
は
外
国
と
の
貿
易
を
拡
大
さ
せ
た
こ
と
が
伺

え
よ
う
。

5

－
2
．
貿
易
窓
口
の
移
動

さ
て
、
上
述
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
期
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
は
じ
め
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

宣
教
師
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
滞
在
し
た
が
、
当
時
は
外
国
人
居
留
区
と

い
う
明
確
な
区
分
が
存
在
し
た
と
い
う
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。

王
朝
年
代
記
で
は
一
五
九
四
年
に
ア
ユ
タ
ヤ
に
よ
り
ロ
ン
ヴ
ェ
ー

ク
は
陥
落
、
ス
レ
イ
・
サ
ン
ト
ー
に
王
が
逃
れ
、
一
六
二
〇
年
に

チ
ェ
イ
・
チ
ェ
ッ
タ
王
が
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
南
二
～
三
㎞
の
ウ
ド
ン

に
遷
都
し
た
と
さ
れ
る
。
一
七
世
紀
前
半
に
は
ウ
ド
ン
か
ら
程
近
い

ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
沿
い
の
ポ
ニ
ャ
・
ル
ー
（Ponhea Leu

）
地
域

に
前
後
一
〇
キ
ロ
に
わ
た
り
日
本
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
中
国
人
、

コ
ー
チ
シ
ナ
人
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
町
が
発
達
し
て
い
た
と
さ
れ
、

一
六
一
八
年
に
は
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
七
〇
名
が
既
に
教
会
堂
を
建

設
し
て
い
た
と
い
う
（
岩
生
一
九
六
六
）。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
王
朝
年
代
記
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
一
六
二
〇
年
ウ
ド
ン
遷

都
以
前
に
、
ポ
ニ
ャ
・
ル
ー
地
域
が
外
国
人
居
留
区
と
な
り
、
こ
こ

で
諸
外
国
人
が
主
に
貿
易
業
を
営
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
陥
落
の
の
ち
も
、
ウ
ド
ン
か
ら
ポ
ニ
ャ
・
ル
ー
に
か

け
て
の
地
域
で
対
外
貿
易
が
継
続
し
、
外
国
人
居
留
地
を
設
け
る
ほ

ど
盛
ん
に
貿
易
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。



ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
の
王
都
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
と
対
外
貿
易

一
〇
三

一
七
世
紀
の
史
料
に
は
な
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
文
献
に
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
の
絵
地
図
が
残
さ
れ
て
い
る
（
図
10
）（M

uller 1917

） 

。

ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
の
東
岸
か
ら
鳥
瞰
図
の
よ
う
に
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
と

ウ
ド
ン
を
望
ん
だ
図
で
あ
る
。
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
は
画
面
手
前
の
右

か
ら
左
へ
と
流
れ
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
か
ら
画
面
奥
に
流
れ
る
川
が

ス
ト
ゥ
ン
・
ク
ラ
ン
・
ポ
ン
レ
イ
と
み
ら
れ
る
。
絵
図
の
右
端
に
あ

る
城
塞
風
の
も
の
が
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
、
中
央
付
近
が
一
七
世
紀
の
都

ウ
ド
ン
周
辺
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
岸
に
多
く
の

建
物
が
立
ち
並
ん
で
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
が
、
こ
こ
が
日
本
人
町

や
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
人
居
留
区
が
存
在
し
た
ポ

ニ
ャ
・
ル
ー
地
域
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
（
岩
生
一
九
六
六
、
北
川

二
〇
〇
六
）。

こ
こ
で
改
め
て
出
土
陶
磁
器
を
検
証
し
た
い
。
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
出

土
貿
易
陶
磁
器
は
、
一
六
世
紀
代
後
半
に
な
り
遺
物
量
が
急
増
し
て

お
り
、
お
そ
ら
く
港
に
お
け
る
陶
磁
器
取
引
量
そ
の
も
の
も
同
様
に

増
加
し
て
い
た
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
陶
磁
器
以
外
の
物
品
に
関
し

て
は
、
考
古
遺
物
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が
現
状
で
は
困
難
で
あ
る

が
、
一
七
世
紀
以
降
に
な
る
と
日
本

－

カ
ン
ボ
ジ
ア
間
貿
易
品
目
を

見
る
限
り
か
な
り
多
様
化
す
る
こ
と
が
分
か
る
（
永
積
一
九
八
七
）。

表
採
エ
リ
ア
11
の
ス
ト
ゥ
ン
・
ク
ラ
ン
・
ポ
ン
レ
イ
河
口
付
近
の
遺

物
は
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
の
遺
物
群
も
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
代
に
か
け
て
の
遺
物
が
最

図10　17世紀オランダによるロンヴェーク周辺絵地図　（Muller 1917）



史
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一
〇
四

も
多
く
、
コ
ン
ポ
ン
・
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
や
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
全
体
の
遺

物
の
年
代
観
か
ら
は
一
段
階
下
が
る
時
期
を
示
し
て
い
る
。
地
理
的

に
は
、
ス
ト
ゥ
ン
・
ク
ラ
ン
・
ポ
ン
レ
イ
か
ら
南
に
か
け
て
の
地
域

が
外
国
人
居
留
地
で
あ
る
ポ
ニ
ャ
・
ル
ー
地
域
と
さ
れ
る
。
こ
の
川

は
幅
三
五
ｍ
ほ
ど
あ
り
雨
季
に
は
深
度
も
増
す
こ
と
か
ら
小
型
船
で

西
に
進
め
ば
、
一
七
世
紀
以
降
の
王
都
ウ
ド
ン
地
域
に
辿
り
着
く
。

一
六
世
紀
は
コ
ン
ポ
ン
・
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
か
ら
直
接
ま
た
は
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
し
た
小
川
状
の
水
路
を
利
用
し
、
貿
易
品
を

荷
揚
げ
し
た
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
が
都
と
貿
易
窓
口

を
兼
ね
て
い
た
と
言
え
る
が
。
一
方
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
は
ポ

ニ
ャ
・
ル
ー
地
域
へ
と
貿
易
窓
口
が
南
下
し
た
。
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川

を
遡
上
し
た
大
型
船
か
ら
貿
易
品
を
ポ
ニ
ャ
・
ル
ー
で
積
み
替
え
、

ス
ト
ゥ
ン
・
ク
ラ
ン
・
ポ
ン
レ
イ
沿
い
に
ウ
ド
ン
ま
で
物
資
を
運
び

入
れ
る
構
造
に
変
化
し
た
可
能
性
が
提
起
で
き
る
。

5

－

3
．
結
語

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
に
よ
り
、
豊
富
な
量
の

一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
前
半
を
中
心
と
し
た
陶
磁
器
が
出
土
し

た
。
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
は
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
あ
る
海
岸
線
か
ら
二
〇
〇

㎞
も
内
陸
に
あ
り
、
一
見
、
対
外
貿
易
に
は
不
利
に
見
え
る
が
、
上

述
の
通
り
、
外
洋
を
航
海
す
る
大
型
船
は
メ
コ
ン
川
と
ト
ン
レ
サ
ッ

プ
川
を
遡
上
し
、
直
接
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
あ
る
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
西

岸
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
五
世
紀
以
降
に
世
界
的
に
展
開

さ
れ
た
「
交
易
の
時
代
」（Reid 1988

）
の
流
れ
に
う
ま
く
乗
り
、

一
六
世
紀
に
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
は
豊
富
な
陶
磁
器
を
輸
入
し
う
る
だ
け

の
財
政
力
を
備
え
、
日
本
の
九
州
ま
で
王
の
書
簡
を
携
え
船
を
派
遣

す
る
ほ
ど
に
積
極
的
な
外
交
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
方
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
出
土
貿
易
陶
磁
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
一
六

世
紀
か
ら
一
七
世
紀
前
半
期
と
い
う
年
代
観
は
、
一
つ
の
疑
問
を
提

起
し
た
。
つ
ま
り
、
王
朝
年
代
記
が
説
く
と
こ
ろ
の
一
五
九
四
年
ア

ユ
タ
ヤ
に
よ
る
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
陥
落
が
、
現
段
階
で
は
明
瞭
な
画
期

と
し
て
考
古
資
料
か
ら
読
み
取
る
事
が
出
来
な
い
こ
と
が
新
た
に
判

明
し
た
の
で
あ
っ
た
。
更
に
は
、
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
考
古
学
的
調
査
か
ら
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
が
焼
け
野
原
と
化
す
よ

う
な
戦
争
の
痕
跡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
一
五
九
四
年
の
ロ
ン

ヴ
ェ
ー
ク
陥
落
に
関
す
る
実
証
的
な
調
査
が
今
後
必
要
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
七
世
紀
後
半
に
入
る
と
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
で
は
遺
物
量

が
急
激
に
減
少
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
ス
ト
ゥ
ン
・
ク
ラ
ン
・
ポ
ン

レ
イ
河
口
出
土
遺
物
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ニ
ャ
・
ル
ー
地
域

に
貿
易
の
窓
口
が
南
下
し
た
可
能
性
を
示
唆
で
き
、
ウ
ド
ン
へ
の
遷

都
と
連
動
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
で
き
る
。
今
後
、
更
な
る
調
査

を
続
け
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
か
ら
ウ
ド
ン
へ
の
遷
都
に
関
し
、
遺
構
・
遺

物
双
方
の
史
料
を
充
実
さ
せ
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
よ

う
。



ポ
ス
ト
・
ア
ン
コ
ー
ル
期
の
王
都
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
と
対
外
貿
易

一
〇
五

謝
辞本

稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
大
橋
康
二
先
生
、
續
伸
一
郎
先
生

に
は
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
出
土
遺
物
に
関
し
ま
し
て
多
大
な
る
ご
助
言

を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
長
年
に

わ
た
り
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
田
畑
幸
嗣
先
生
に
は
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
現
地
調
査
に
お
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
文
化
芸
術
省
の

H
.E. D

r. Phoeurn Sackona

大
臣
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
、
日
本

出
土
資
料
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
現
地
資
料
に
関
し
て
多
く
の
方
に
ご
高
配

を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
川
口
洋
平
・
北
川
香
子
・D

am
ian Evans and CA

LI, H
eng 

Sophady, M
artin Polkinghorne, Prak Sonara, Vouen Vuthy.

註（
1
）	

ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
は
奈
良
文
化
財
研
究
所

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
文
化
芸
術
省
は
平
成
二
二
年
度
か
ら
二
四
年
度
採
択

文
化
庁
伝
統
文
化
課
所
管
、
文
化
遺
産
国
際
貢
献
事
業
（
文
化
遺
産

国
際
協
力
拠
点
交
流
事
業
）、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ウ
ド
ン
遺
跡
及
び
ロ

ン
ヴ
ェ
ー
ク
遺
跡
等
の
保
存
に
関
す
る
拠
点
交
流
事
業
」、
平
成
二

六
年
度
か
ら
二
九
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
B
）
研

究
代
表
者
杉
山
洋
「
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
末
期
に
関
す
る
総
合
的
歴
史

学
の
構
築
」
な
ら
び
に
二
〇
一
七
年
度
採
択
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団

研
究
代
表
者
田
畑
幸
嗣
「
前
近
代
日
本
＝
カ
ン
ボ
ジ
ア
間
交
流
史
の

構
築
：
出
土
陶
磁
器
と
日
本
＝
カ
ン
ボ
ジ
ア
書
簡
に
基
づ
く
歴
史
・

考
古
学
研
究
」
に
よ
り
遂
行
さ
れ
た
。
平
成
二
七
年
度
か
ら
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
文
化
芸
術
省
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
大
学
と

共
同
で
ロ
ン
ヴ
ェ
ー
ク
の
発
掘
調
査
に
あ
た
っ
て
い
る
。

（
2
）	

L
I
D
A
R
画
像
はCam
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